
Molluscan Diversity 投稿規定

Molluscan Diversity は軟体動物多様性学会のニュースレターとして，学会記事（行事報告，総会等の議事録，会計報告等）や，

英文誌 Molluscan Research 掲載論文の和文抄録を掲載しますが，同時に，軟体動物に関する和文記事（原著，総説，抄録，雑録等）

の投稿を歓迎します。投稿は会員・会員外を問わず受け付けますが，内容は軟体動物についての未発表のものに限ります。

新たなタクサの創設を含む原稿や，専門性の高い内容の原稿，英文主体の原稿は，英文誌 Molluscan Research へご投稿下さい。

原稿作成方法

1. 原稿のファイル形式：　文章は原則として Microsoft 

Word の .doc 形式もしくは .docx 形式で作成して下さい。別

のソフトを用いる場合は，編集主幹にご相談下さい。フォ

ントは日本国内のパーソナルコンピュータで一般的に使用

されているフォントを用いて下さい。なお，本文印刷には，

見出しはゴシック，和文本文は明朝体，英文は Times New 

Roman が主に用いられます。

2. 原稿の構成と内容の配置：　原稿本文の言語は日本語と

します。日本語が母国語でない人が投稿を希望する場合，

英語での投稿も可としますが，その場合は編集委員会に

よって原稿の和文訳を作成し，掲載することをあらかじめ

ご了解下さい。

原著論文・総説・抄録の原稿の場合，原稿 1 ページ目に

表題・著者名・連絡先（所属機関または住所，もしあれば

電子メールアドレスも）・ランニングタイトル案，2 ページ

目に和文要約・日本語キーワード（10 語以内）を記し，3 ペー

ジ目から本文・謝辞・引用文献・図表の説明を順に記して

下さい。図表の説明は日本語と英語を併記して下さい。ま

た，原稿の末尾に，英文の表題・著者名・連絡先・要旨・キー

ワードを挙げて下さい。キーワードは和英とも，表題に用

いた単語との重複を避けて下さい。英文表題や要旨等の作

成が投稿者のみでは困難な場合，編集委員会で協力します。

図を含めても刷り上がりが 1 ページに満たない原稿は雑

録として扱います。

3. 書体：　原著論文は原則的に「である」調で書いて下さ

い。総説や抄録等は啓発目的などの内容に応じて「ですま

す」調での執筆も可とします。句読点は，「，」・「。」を用

いて下さい。

　生物の種名は，原則的に，文中で最初に登場する箇所に

学名（命名者・命名年も明記する）・和名の順に記し，以

後同一原稿中に同じ種が現れる場合は，特に学名表記が必

要な場合を除き，和名のみを記して下さい。ただし，科よ

り上位の分類群の学名や，動物以外の生物の学名の場合は，

各分類群での慣例に従い，命名者・命名年の省略も可能な

場合があります。

学名（属グループ及び種グループのタクサ）はイタリッ

ク（斜体）とします。ただし，亜属名を囲む括弧はイタリッ

クにはしないで下さい。

学名以外のラテン語（例えば et al.；e.g.；i.e.；sensu；sic  

など）もイタリックとします。

本文中の人名にはスモールキャピタル（小さい大きさの

大文字）は用いません（例えば PONDER でなく Ponder とし

ます）。

4. 異名表：　分類学関連の記事において異名表を含める場

合は，以下の例に従って下さい。和名など学名以外の名前

の変遷も併せて示したい場合は，掲載ページ数等の後に「as 

〇〇」と挿入して下さい。

原記載を筆頭に，同一の学名を続ける場合：

Arthritica japonica Lützen & Takahashi, 2003: 11–19, figs 1–10, 

as ガンヅキ ; — Goto et al., 2012: 172, fig. 1D; — 福田・

久保 , 2017: 1229–1230, pl. 525, fig. 6, as ガンヅキ .

原記載でない文献を筆頭に，同一の学名を続ける場合：

Tegula (Chlorostoma) argyrostoma basilirata. — 矢倉 , 1916: 7, 

no. 47, as くぼがひ ; — 平瀬信 , 1927: 1356, fig. 2604, as 

くぼがひ ; — 河本 , 1929: 132, as クボガヒ .

誤記や誤同定を含む文献の場合：

Chlorostoma argyrostoma [sic] turbinata [sic]. — 權他 , 1993: 

62, fig. 5-16-1–2; 241–242, no. 5-16, as 구멍밤고둥 [not of 

A. Adams, 1853].

5．引用文献：　引用文献は，以下の例に従い，著者名の

アルファベット順・公表年順に並べて下さい。同じ著者に

よる同じ公表年の文献が複数存在する場合は，公表年に a, 

b, c … をつけて区別します。公表年に加えて，月や日も解

る場合は可能な範囲で年の後へ括弧に入れて表記して下さ

い（公表月日不明の文献も多数存在するので，必須ではあ

りません）。雑誌名・書名は，英文・和文ともにイタリッ

クとします。雑誌の巻 (volume) は太字とし，巻がなく号 

(number) のみの雑誌の場合は号数を太字にせず丸括弧に入

れて下さい。巻や号がなく独特の通し番号を用いている雑

誌はそれに応じた表記法とします。雑誌の記事のうち，本

文とは別にページ番号のない図版 (unpaginated plate) があ

る場合は，プレート番号の表記も忘れないで下さい。単行

本全体を引用する場合，総ページ数の表記は不要です。た

だし単行本のうちの特定の部分だけを引用する場合は当該

ページ数の表記を忘れないで下さい。雑誌・単行本とも，
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インターネット上に電子ファイルが公開されている場合，

必須ではありませんがその URL を末尾に挙げることを奨

励します。

雑誌の場合：

Cernohorsky, W.O. 1984 (12 Jul.). Systematics of the family 

Nassariidae (Mollusca: Gastropoda). Bulletin of the 
Auckland Institute and Museum, (14): i–iv, 1–356.

川口四郎・弥益輝文 1959 (15 Dec.)．二枚の殻をもつた嚢舌

目のウミウシ：タマノミドリガイ．動物学雑誌，68: 

442–446. https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10840192

Martens, E. von 1865 (Dec.). Descriptions of new species of shells. 

The Annals and Magazine of Natural History, including 
Zoology, Botany, and Geology, Third Series, 16: 428–432. 

https://www.biodiversitylibrary.org/page/22249370

Smith, E.A. 1879 (Aug.). On a col lect ion of Mollusca 

f r o m  J a p a n .  P r o c e e d i n g s  o f  t h e  Z o o l o g i c a l 
Societ y of London ,  for 1879: 181–218, pls 19–20.  

https://www.biodiversitylibrary.org/page/28520661

単行本の場合：

吉良哲明 1959．(10 Mar.). 原色日本貝類図鑑  増補改訂版 . 

保育社，大阪．

Ponder, W.F. & Lindberg, D.R. (eds) 2008. Phylogeny and 
evolution of the Mollusca. University of California Press, 

Berkeley.

複数の著者からなる単行本のうち，特定の部分を引用する

場合：

奥谷喬司 2000 (20 Dec.). ニオガイ科．In 奥谷喬司 ( 編 ), 

日本近海産貝類図鑑．1026–1029. 東海大学出版会，東京．

Ponder, W.F. & Keyzer, R.G. de 1998. Superfamily Rissooidea. 

In Beesley, P.L., Ross, G.J.B. & Wells, A. (eds), Mollusca: 
The Southern Synthesis. Fauna of Australia, 5: 745–766. 

CSIRO Publishing, Melbourne.

6. 図表：　文章とは別ファイルにして下さい。図表の挿入

箇所の指定がある場合は，原稿本文中に明示して下さい。

図のファイル形式は，写真は JPEG，PNG，PDF もしく

は単一レイヤー TIFF 形式を用い，仕上がりサイズで 400 

dpi 以上，またモノクロ図版（表，地図など）は JPEG など

の不可逆圧縮を用いず，PNG，PDF もしくは単一レイヤー

TIFF 形式を用い，仕上がりサイズで 600 dpi 以上になるよ

う作成することを推奨します。なお Microsoft Powerpoint の 

.ppt 形式，.pptx 形式などで投稿された場合は，図中の要素

の配置にずれが生じる可能性があります。表は，Microsoft 

Excel の .xls 形式，.xlsx 形式での作成・投稿を推奨します。

それ以外のファイル形式の使用については，編集主幹にご

相談下さい。

図のカラー印刷にかかる費用は，原則としてモノクロ印

刷との差額のうち，1 ページあたり 15,000 円を上限として

著者負担とします。ただし，編集委員会が認めた場合，費

用の一部または全部を学会が助成することがあります。詳

細は投稿前に編集主幹にご相談下さい。

1 ページに収まる図表の大きさは，高さ 26.0 cm，幅は 1

カラムの場合 8.35 cm，2 カラムの場合で 17.4 cm です。折

り込みとせざるをえない長大な表にかかる印刷費は，著者

負担とします。

7. 図表の説明：　図表の説明は本文とは別葉の原稿とし，

図表との対応を明示して下さい。見出しは Figure 1，Table 

1 などを用い，本文中での引用もそれに従って下さい。

原稿作成上の注意

1. 学名の使用にあたっては国際動物命名規約の最新版を遵

守して下さい。特に，適格名となるための要件をいまだ満

たしていない原稿名（MS 名）を不用意に使用しないよう

注意して下さい。新たなタクソンを創設する可能性のある

原稿は，本誌では受け付けません。

2. 検討標本の所在（機関名，所蔵者の住所氏名など）を原

稿中にできるだけ明示して下さい。公的研究機関所蔵標本

は，標本番号も明記して下さい。また，核酸塩基配列等の

新規遺伝子情報を含む場合は，その情報を公的なデータバ

ンクに登録のうえ，accession number を明記して下さい。

投稿方法と手順

投稿は電子投稿を推奨します。原稿のデータを，下記投稿

用アドレス宛に e メールでファイルを送付して下さい。た

だし，大きな容量（約 20 MB 以上）の添付書類は受け付け

られませんので，ファイル転送サービスなどのご利用，ま

たは CD-R 等メディアの郵送によってお送り下さい。その

他の方法で投稿を希望される場合は，編集主幹にご相談下

さい。

1. 査読：　投稿された原稿は編集委員会で回覧・査読の上，

掲載の可否を決定します。必要に応じて，原稿の内容に詳

しい外部の専門家に査読を依頼します。査読の結果，原稿

に不充分なところや，訂正を要する箇所等が見出された場

合には，投稿者に勧告し訂正を求めることがあります。ま

た，原稿の大幅な変更が必要と認められたり，掲載不可と

判定された場合，その理由とともに投稿者に原稿を返送し

ます。

2. 修正：　掲載可とされた原稿についても，文中のかな遣

い，綴りなど表記方法について，内容や主旨に立ち入らな

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10840192
https://www.biodiversitylibrary.org/page/22249370
https://www.biodiversitylibrary.org/page/28520661
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い範囲で編集委員会が字句の加除訂正を行なうことがあり

ますので，あらかじめご了解下さい。

3. 受理：　原稿に修正の必要がなく，このまま印刷可能と

編集委員会で判断した段階で，原稿受理とし，編集主幹か

ら投稿者にその旨をお知らせします。

4. 校正：　初校を投稿者にお送りしますので，1 週間以内

に編集主幹にご返送下さい。校正の際に内容，体裁を著し

く改変することはできません。2 校以後は編集委員会で校

正を行います。

pdf ファイルと別刷

掲載記事の投稿者（複数の場合は代表者 1 名）には，pdf ファ

イルを無償で贈呈します。著者が掲載記事の電子ファイル

について，不特定多数がアクセス可能な状態で，学会で公

式に電子ファイルを公開するよりも前の期間からの公開を

希望する場合は，記事 1 報につき 5,000 円の負担でオープ

ンアクセス権が付与されます。また，別刷を希望する場合，

投稿者負担にて購入できます。初校返送の際に，必要部数

を編集主幹にお知らせ下さい。価格についてもその都度編

集主幹にお問い合わせ下さい。

著作権

Molluscan Diversity に掲載された記事の著作権は，軟体動

物多様性学会に帰属します。

原稿送付先・お問い合わせ（編集主幹）

〒 700-8530 岡山市北区津島中 1-1-1 岡山大・農・水系保全

　福田 宏

電子投稿・お問い合わせ : 

molluscan_diversity_editors@yahoo.co.jp

（約 20 MB 以上の添付ファイルは受信できません）


